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【第２問】  

会社員のＡさん（30歳）は、将来に向けた資産形成のため、株式や投資信託への投資を検討してお

り、銘柄を選ぶ際の留意点やＮＩＳＡの成長投資枠およびつみたて投資枠の活用方法について知りた

いと思っている。 

そこで、Ａさんは、ファイナンシャル・プランナーのＭさんに相談することにした。Ｍさんは、Ａ

さんに対して、Ｘ社株式（東京証券取引所上場銘柄）およびＹ投資信託を例として、株式や投資信託

に投資する際の留意点等について説明を行うことにした。 

〈Ｘ社株式の情報〉 

・株価 ： 3,300 円         ・発行済株式数 ： ２億株 

・決算期 ： 2024 年９月 30日（月）（次回の配当の権利確定日に該当する） 

〈Ｘ社の財務データ〉 （単位：百万円） 

 

※純資産の金額と自己資本の金額は同じである。 

〈Ｙ投資信託（公募株式投資信託）に関する資料〉 

銘柄名 ： 日経 225インデックス（つみたて投資枠対象銘柄） 

投資対象地域／資産 ： 国内／株式 

対象インデックス ： 日経平均株価 

信託期間 ： 無期限 

基準価額 ： 14,000 円（１万口当たり） 

決算日 ： 年１回（３月５日） 

購入時手数料 ： なし 

運用管理費用（信託報酬） ： 0.143％（税込） 

信託財産留保額 ： なし 

※上記以外の条件は考慮せず、各問に従うこと。 

  



   －7－ 〈2024.9 ２級・実技（個人）〉 

《問４》 《設例》の〈Ｘ社株式の情報〉および〈Ｘ社の財務データ〉に基づいて算出される次の①、②

を求めなさい（計算過程の記載は不要）。〈答〉は、表示単位の小数点以下第 

３位を四捨五入し、小数点以下第２位までを解答すること。  

① 91 期におけるＲＯＥ（自己資本は 90期と 91期の平均を用いる）  

② 91 期における配当利回り  

 

 

解答 

 

自己資本 =
620,000 + 640,000

2
 

𝑅𝑂𝐸 =
当期純利益 50,000

630,000
= ① 7.94％ 

・株価 ： 3,300 円  

・発行済株式数 ： ２億株 

配当利回り =
配当金総額 16,000 百万円 ÷ 株式数 2 億株

株価 3,300 円
= ② 2.42％ 
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《問５》 Ｍさんは、Ａさんに対して、Ｘ社株式を購入する際の留意点等について説明した。Ｍさんが説

明した次の記述①～③について、適切なものには○印を、不適切なものに 

は×印を解答用紙に記入しなさい。  

  

① 「 Ｘ社株式のＰＢＲは１倍を下回っていますが、ＰＢＲの１倍割れだけをもって割安と判断する

のは注意が必要です。株式に投資する際は、他の投資指標とあわせて同業他社の数値と比較するな

ど、多角的な視点で検討することが望まれます」  

② 「ＮＩＳＡの成長投資枠では、Ⅹ社株式のような上場株式のほか、上場投資信託（ＥＴＦ）や毎

月分配型の投資信託、社債などが対象商品とされており、その年間投資枠は 240 万円です」  

③ 「 Ａさんが、ＮＩＳＡの成長投資枠でⅩ社株式を購入し、受け取った配当金を非課税とするため

には、配当金の受取方法として株式数比例配分方式を選択しなければなりません」  

 

 

解答 

✕ ①  

 

・株価 ： 3,300 円  

・発行済株式数 ： ２億株 

𝑃𝐵𝑅 =
株価 3,300 円 × 株式数 2 億株

純資産 640,000 百万円
= 1.03 

PBR は 1割れしていない。 

 

✕ ② 毎月分配型の投資信託、社債は対象外  

 

◯ ③ 

  



   －9－ 〈2024.9 ２級・実技（個人）〉 

《問６》 Ｍさんは、Ａさんに対して、Ｙ投資信託を購入する際の留意点等について説明した。Ｍさ

んが説明した次の記述①～③について、適切なものには○印を、不適切なものには×印を解

答用紙に記入しなさい。  

  

① 「 運用管理費用（信託報酬）は、投資信託の保有期間中、信託財産から日々差し引かれる費用で

す。一般に、Ｙ投資信託のようなインデックス型の投資信託は、アクティブ型の投資信託よりも運

用管理費用（信託報酬）が低い傾向があります」  

② 「 ＮＩＳＡのつみたて投資枠の対象商品のなかには、Ｙ投資信託のようなインデックス型の投資

信託だけでなく、アクティブ型の投資信託もあります」  

③ 「 ＮＩＳＡの非課税保有限度額は、1,800 万円です。そのうち成長投資枠は 1,200 万円、つみた

て投資枠は 600 万円とされているため、つみたて投資枠のみで 600 万円を超える金額の投資信託を

購入し、保有することはできません」  

 

 

解答 

 

◯ ① 

◯ ② 

✕ ③ つみたて投資枠は 1,200 万円、成長投資枠は 600 万円 

 

  


